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   ＜あらまし＞ 協力スタッフ(派遣社員)と社員が協働するのにあたり、業務遂行上に生じる問題点

や補完すべき事項について、社員に実施したヒアリング調査について分析した先行研究を反映させて、

1+3 分野に分類し、自学教材を TOTE モデルを用いて設計及び開発し、LMS 上に構築した。Moodle 上

に「クイズ」、「利用制限」、「活動完了」等の機能を活用し実装した。終わりに今後の課題について述

べた。 
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１．はじめに 

建築設計業界では人材不足により協力スタッ

フの比重が高く、社員との協働は重要である。業

協力スタッフにおける務遂行上の知識の習得や

学びは、過去の経験で得た知識及び OJT による
ものが多く、社員教育のような研修による知識の

積み重ねの機会は少ない。先に実施したヒアリン

グ調査の結果分析によって、配属される協力スタ

ッフ間の業務上必要な知識や技術力の差が生じ

ている事を確認した（川村ら 2020）。ヒアリン
グの分析を反映させ、1+3分野に分類し、TOTE
モデルによる自学教材を LMS上に構築した。 

TOTEモデルとは、ある特定のゴールをめざし
て進む時に、常にゴールに達したかどうかをチェ

ックしながら作業を進めることを図式化したモ

デルである（図１）。目標が達成されていないこ

とが判明したら、その目標に向けてある一定量だ

け作業を行い（Operate）、再び目標が達成でき
たかどうかをチェックする（Text）。達成できれ
ば抜け出し、できていなければ作業に戻り、チェ

ック―作業―チェックを繰り返す（鈴木，2015）。 
 
 
 
 
 
図 1 TOTEモデル（鈴木，2015） 

本研究の目的は、設計業務の協力スタッフ

（CAD トレーサーを含む）を対象とした建築構
造設計リテラシー等を補完するための学習支援

ツールの設計と開発をおこなうことである。 
図 2の赤枠で示すように、本稿では、LMS 上
の自学教材による協力スタッフに向けた学習支

援ツールの設計及び開発について報告する。 
 
 

図 2 開発までの流れ 

 

２．ツール開発 

2.1. 目的 

LMS を用いた自学教材による協力スタッフに
向けた学習支援ツールの設計及び開発を目的と

する。 
2.2. ツールの設計 

ヒアリング調査で抽出した、知識が不足してい

ることで起こる問題点を理解度チェックで判定

し、正解できなかった部分から学習を始める。学

習が完了した時点で確認テストを行い、知識が補

填されたことを確認する。合格後に、次の段階の

学習へ進み、学習終了後に確認テストを行い、合

否の判定を行う。 
ヒアリング調査で抽出された問題点は 
(Ａ) 作図に関する比較的基本的な知識の不足
から生じる不整合 
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(Ｂ) 構造設計に特化した基本事項の知識の不
足から生じる不整合 

(Ｃ) 構造ディティールの理解不足からくる不
整合 

(◆) Ⅹ社の設計図書作図基準・ルールに関する
事前の説明不足による修正の発生 

であり、それぞれの問題点を解決するために、

（Ａ）～（Ｃ）及び（◆）について学習をおこな

い知識を補う。 
また、（◆）Ⅹ社の設計図書作図基準・ルール

に関する学習の理解度チェックは、Ｘ社独自の基

準やルールなので、（Ａ）～（Ｃ）の学習フロー

とは別のフローとし、最初に全員がおこなうもの

とする。Ｘ社設計図書作図基準は、協力スタッフ

全員が常に閲覧できるように製本版及び、ＰＤＦ

版を用意しており、わからない事項や作図途中で

迷った際には必ず確認してもらう事を目標とし

ているので、確認テストは「Ｘ社設計図書作図基

準」を見ながら回答して良いことにしている。以

上をまとめたフローチャートを図３に示す。 
2.3. 開発ツールの特徴 

① 実務直結型 

本ツールは、協力スタッフと共に設計業務に携

わる社員に行ったヒアリング調査結果の分析結

果をもとに、問題点から補うべき知識を確認した。

そのため、実務に基づいた学習支援ツールを設計

し開発したので、実務直結型のツールである。 
② ばらつきの確認 

本ツールの理解度チェックの実施において、業

務遂行能力のばらつきを確認することが可能で

ある。また、学習者は自分自身の弱点を確認する

ことができる。 
③ ＩＤの手法を用いた設計 

本ツールは、効率的な学習が行なえるようにイ

ンストラクショナルデザイン手法の TOTE モデ
ルを用いた設計している。学習の効果と効率の向

上を目指すモデルである（鈴木 2019）。 
2.4. LMSへの実装 

LMS は Moodle を使用。Moodle 上で、「クイ
ズ」、「利用制限」、「活動完了」等の機能を活用し、

図３のフローチャートに従った実装を行った。 
 
３．今後の計画 

 ツールの設計・開発を行ったものについて、評

価方法を決定し、妥当性及びツールの有用性の評

価を行う。その他、実地テストを実施し、運用に

耐えられる準備を行う。 
協力スタッフがツールを使用した際の理解度

チェックと確認テストの結果の比較および分析

を行うことで、ツールの効果を確認することとす

る。 

図 3 開発ツールのフローチャート図 
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